
海区漁業調整委員会委員候補者の推薦及び応募状況
○五島海区漁業調整委員会

就業歴 主な漁業種類

1 漁業者 吉村 寛 66 男
漁業

（漁協長）

昭和51年７月～平成３年７月　若松町中央漁業協同組合正組合員（魚類養殖）
平成３年７月～　若松町中央漁業協同組合正組合員（母貝養殖）
平成10年５月～　若松町中央漁業協同組合理事
平成22年６月～　若松町中央漁業協同組合代表理事組合長
平成26年６月～平成30年６月　五島漁業協同組合長会副会長
平成30年６月～　五島漁業協同組合長会会長
平成24年８月～　五島海区漁業調整委員会委員
平成22年５月～　長崎県かん水魚類養殖協議会総代
平成25年５月～平成29年３月　長崎県漁船保険組合理事
平成29年４月～　日本漁船保険組合長崎県支所運営委員
平成27年６月～　長崎県国境離島・外洋離島連絡協議会理事
平成30年６月～　長崎県国境離島・外洋離島連絡協議会副会長

44年 あこや貝養殖業 若松町中央漁業協同組合 吉村 寛 ー ー ー

　昭和51年７月に当漁協管内で魚類養殖漁業の従事者と
なり継続従事したが、その後平成３年７月からはあこや
貝養殖漁業を経営するようになり、今日まで継続経営し
ている。
　平成22年に当漁協の代表理事組合長に選出されてから
は、漁業権の取得及び廃止や変更等にあたって漁業者間
の調整に取り組み、漁場改善計画の策定にも積極的に関
与するとともに、浜プラン策定に尽力し、資源管理・漁
場利用計画等により漁業者の経営の安定と、漁家の収入
向上に努めており、今回の五島海区漁業調整委員への推
薦を行うものである。

2 漁業者 畑村 信昭 61 男
漁業

（漁協長）

昭和51年３月　県立上五島高校卒業
昭和51年４月～　家業の養殖業の従事及び経営・一本釣り漁業を営む
平成17年７月～平成29年６月　上五島町漁協監事
平成29年７月～　上五島町漁協理事
令和２年７月～　上五島町漁協代表理事組合長に就任

44年
一本釣り漁業
ひき縄漁業

ほこつき漁業
上五島町漁業協同組合 畑村 信昭 ー ー ー

　推薦人は養殖業をはじめ一本釣り漁業、太刀魚引縄漁
業など様々な漁業、漁法の経験を有し、幅広い分野に精
通している。
　また平成17年に組合監事に就任後は代表監事、筆頭理
事などの要職を歴任し、長年にわたり組合経営を支え、
令和２年には周囲に推され代表理事組合長へ就任した。
　役員会議や組合総会における理路整然とした発言は経
験と知識に裏付けられた確かな説得力を持ち、円滑な議
事進行を可能にしている。
　近年は磯焼け対策事業や外国漁船の監視事業など、地
域漁業の将来に資する事業に積極的に取り組んでおり、
地域や組合内外における声望を高めている。

3 漁業者

有川町漁業協
同組合

（代表理事組
合長　浜崎 永

吉）

(66) (男) 自営漁業

（代表理事組合長　浜崎 永吉）
昭和48年４月～昭和52年３月　日本大学工学部
昭和52年４月～昭和53年11月　井筒造船所（株）
昭和56年４月～昭和60年７月　上五島空港ターミナルビル（株）
昭和60年８月～　有川町漁業協同組合職員・役員
平成29年７月～令和２年７月　長崎県海面利用協議会委員
平成29年６月～　五島栽培漁業振興公社評議員

23年 定置漁業 有川町漁業協同組合 浜崎 永吉 ー ー ー

　有川町漁業協同組合は、漁業自営定置事業にて大型定
置漁業を行っており、長年にわたり漁業協同組合に従事
することで定置漁業における現場及び経営知識を有して
いると共に、共同漁業権内外における様々な漁業種を幅
広く理解し、これまでの漁業の在り方、今後の漁業の在
り方における見解を十分に見据える能力を有している。
　また、漁業振興においても漁業者の拠り所である漁業
協同組合で十分な経験を有していることはもちろんであ
り、漁場利用においても漁業種類により調整が必要な禁
漁区、漁礁設置位置の調整を行ってきた。

4 中立 太田 均 68 男 会社員

昭和43年４月～昭和46年３月　九州共立大学附属八幡西高等学校卒業
昭和46年４月～昭和53年12月　建設会社入社～同退職
昭和54年１月～平成25年３月　有川町役場採用～新上五島町役場定年
平成25年７月～　アジアエンヂニアリング（株）入社（理事）
平成28年８月～　五島海区漁業調整委員 ー ー ー ー ー ー ー

　今回の漁業法改正に伴い、海区漁業調整委員会委員の
選出方法が公選制から議会の同意を要件とする知事の任
命制に変更された事により、中立委員の応募について、
新上五島町役場在職時より水産課長経験と前期漁業法改
正前に於いての五島海区漁業調整委員経験を生かし、漁
業振興に中立の立場で委員会に参加したい。

5 学経 熊川 長吉 67 男
団体職員

（漁協長）

昭和47年４月～昭和52年３月　長崎大学水産学部専攻科卒
昭和52年４月～昭和53年１月　（株）日東製網勤務
昭和53年１月～　自営小型定置網従事
平成６年10月～平成24年２月　五島市議会議員
平成20年３月～平成23年６月　五島市市議会議長
平成23年６月～　五島ふくえ漁業協同組合代表理事組合長
平成25年６月～平成29年５月　長崎県漁連監事
平成29年８月～　長崎県共水連理事
平成27年６月～平成30年６月　五島地区組合長会会長
平成24年９月～　五島海区漁業調整委員（平成28年10月より会長）

ー ー 五島ふくえ漁業協同組合 熊川 長吉 ー ー ー

　熊川長吉は、自身が長年漁業に従事してきたことか
ら、その知識は深く地域の人望も厚い。また、五島市市
議会議長を務めるなど、行政にも精通しています。地域
はもとより、五島市全体の長期にわたるビジョンにも強
い思いで臨み、その活動に意欲的に取り組んでいるとこ
ろです。当漁協の漁業者はもとより、五島市あるいは長
崎県全体の漁業環境の整備に努め、その経験・知識は当
委員会の委員として申し分のないものと推薦します。
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6 漁業者 片山 和彦 53 男 漁業

昭和58年４月～昭和61年３月　長崎水産高等学校卒業
昭和61年４月～平成元年３月　大京魚類株式会社
平成元年４月～平成２年12月　平子商店（長崎魚市内仲買）
平成３年１月～　マルセイ水産
平成17年４月～　五島地区青年漁業士（平成23年４月より指導漁業士）
平成24年６月～　五島ふくえ漁業協同組合理事
平成24年10月～　五島地区定置協議会理事
令和元年10月～　長崎県定置協議会監事

29年 大型定置網漁業 五島ふくえ漁業協同組合 熊川 長吉 ー ー ー

　片山和彦は、父親の代から定置網漁業に30年以上従事
し、当組合の理事を務めながら、長崎県定置網漁業協議
会役員、関係団体の役職も兼務するなどして、地域はも
とより若手漁業者からの人望・信頼が厚い。一方で資源
管理計画にも参加し、漁獲の調整、保護に積極的に取り
組むなどしていることから、当委員会の委員としての資
質が充分に備わっているものとして推薦します。

7 学経 髙山 佳史 70 男
団体職員

（漁協長）

昭和43年３月　長崎県立中五島高等学校卒業
昭和46年９月～　神部漁業協同組合入組
平成８年６月～平成16年６月　神部漁業協同組合参事
平成17年６月～　神部漁業協同組合代表理事組合長
平成20年５月～　長崎県漁業共済組合理事
平成20年３月～　新上五島町栽培・水産業振興協議会委員
平成20年５月～　五島列島栽培漁業推進協議会監事
平成22年９月～　長崎県かん水魚類養殖協議会監事
平成25年４月～　五島栽培漁業振興公社監事
平成26年７月～　長崎県上五島地区沿岸協力会理事
平成28年９月～　五島海区漁業調整委員会委員

ー ー 神部漁業協同組合 髙山 佳史 ー ー ー

　漁協組合長であり海区調整委員の経験がある髙山組合
長を学識経験委員として、理事会で推薦した。

8 漁業者 川上 一位 59 男 漁業

1980年３月　長崎県立五島高校
1980年４月～2000年６月　漁業従事（父所有福正丸/釣り漁業）
2000年７月～　圓湧丸（釣り漁業）起業
2014年７月～　五島太刀魚引縄協議会会長・長崎県連合太刀魚引縄協議会会長
2010年６月～2013年６月　五島漁業協同組合理事
2013年６月～2019年６月　五島漁業協同組合監事
2019年６月～　五島漁業協同組合理事

40年
一本釣り漁業

（太刀魚・クロムツ）
五島漁業協同組合 草野 正 ー ー ー

①五島漁協の役員として10年余を務め五島漁業協同組合
の振興に寄与してきた事
②五島太刀魚ひき縄協議会会長・長崎県連合太刀魚ひき
縄協議会会長として、全県の漁業調整・資源管理に携わ
り、広域での漁業経験が豊富である事
③釣り漁業全般にわたり知見があり、漁業調整、資源管
理等の情報も多い事
④漁業調整委員の経験がある事

9 漁業者 草野 正 70 男
団体職員

（漁協長）

昭和44年３月　長崎南山学園高等学校卒業
昭和44年11月～平成21年８月　漁業従事（底引網・定置網・釣り漁業）
平成７年４月～平成17年１月　町議・市議会議員
平成９年８月～平成12年４月　三井楽町漁業協同組合理事
平成12年４月～　五島漁業協同組合理事
平成17年３月～　（株）三井楽定置（20年より株式会社）代表
平成20年８月～　五島海区漁業調整委員会漁業者委員
平成22年５月～平成29年３月　長崎漁船保険組合理事（平成27年度より組合長）
平成22年６月～平成27年６月　長崎県信用漁業協同組合連合会理事
平成27年６月～平成30年６月　長崎県漁業協同組合連合会理事
平成29年４月～　日本漁船保険理事（副会長）
平成30年４月～　長崎県定置漁業協会会長
令和２年６月～　長崎県漁業協同組合連合会理事

51年 定置漁業 五島漁業協同組合 草野 正 ー ー ー

①漁業協同組合理事、組合長理事としての漁業調整、資
源管理に経験豊富である事
②漁業調整委員の経験が豊富である事
③釣り漁業・定置漁業等、広く漁業経験が豊富である
事。

10 漁業者 松尾 透 71 男 漁業

昭和39年４月～昭和42年３月　西海学園高校卒
昭和45年８月～　一本釣・採貝漁業に従事
昭和63年４月～　食品衛生指導員
平成３年10月～平成28年７月　定置網漁業（個人経営）の乗組員として従事
平成９年４月～　新魚目町漁業協同組合正組合員
平成19年６月～平成22年６月　新魚目町漁業協同組合理事
平成25年６月～令和元年８月　新魚目町漁業協同組合監事
平成28年８月～　五島海区漁業調整委員会委員
平成29年８月～　個人で定置網漁業を開始
令和元年12月～　新魚目町漁業協同組合理事
令和元年12月～　新上五島町民生委員・児童委員（過去にも委員歴数年有り）

50年 定置網漁業 新魚目町漁業協同組合 浜田 千次郎 ー ー ー

　松尾透氏は、長年、定置網漁業に従事しながら、現
在、当組合の理事として組合運営に携わっており、地区
の漁業状況への理解度も高く、中心的な存在でありま
す。
　また、地区の民生・児童委員及び食品衛生指導員とし
て、社会福祉への貢献や食品の衛生管理等の指導、啓発
活動にも努めており、信頼度も高く指導力にも優れてお
ります。
　さらに、現在、五島海区の漁業調整委員として職務に
あたっており、これまで培ってきた漁業調整に関する知
識・経験をより一層高めていくことで、今後の漁業振興
に寄与していただきたく、五島海区の漁業調整委員に推
薦するものです。
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11 漁業者 大久保 金政 58 男
団体職員

（漁協長）

昭和55年３月　長崎県立奈留高等学校卒業
昭和55年４月　北里大学水産学部入学
昭和59年３月　北里大学水産学部卒業
昭和59年４月　金子漁業株式会社入社
昭和63年６月　金子漁業株式会社退社
昭和63年７月　漁業後継者として漁業に従事（定置漁業等）
平成18年６月　奈留町漁業協同組合理事に就任
平成20年８月　五島海区漁業調整委員に就任（公選）
平成21年６月　奈留町漁業協同組合信用担当理事（常勤）に就任
平成24年６月　奈留町漁業協同組合代表理事組合長に就任
令和元年４月　五島市広域水産業再生委員会副会長就任
令和２年４月　奈留町産品まつり実行委員会会長就任

21年 定置網漁業 奈留町漁業協同組合 大久保 金政 ー ー ー

　大久保金政氏は、北里大学水産学部を卒業し民間の漁
業会社勤務の後、家業である定置漁業等の経営者として
様々な経験を重ねてきた。
　平成18年に本組合の非常勤理事となり平成20年８月に
は、五島海区漁業調整委員会委員に就任（公選）した。
　平成21年に常勤の信用担当理事に就任後、平成24年６
月には代表理事組合長となり漁協経営の舵取りと併せ
て、海区調整委員としての経験値から、地区内外の漁業
調整から資源管理にかかる様々な事案に携わってきた。
　以上から令和２年11月26日に開催された本組合理事会
において、五島海区の漁業調整委員の候補者として推薦
することが全役員の賛成を以って議決された。

12 中立 田端 正之 61 男 農業

昭和53年３月　長崎県立五島高等学校卒業
昭和55年７月～平成16年７月　岐宿町役場事務吏員
平成16年８月～令和２年３月　市町村合併により五島市職員
平成29年４月～令和２年３月　五島市農林水産部長
令和２年４月～　農業従事

ー ー
五島漁業協同組合
五島ふくえ漁業協同組合
奈留町漁業協同組合

草野 正
熊川 長吉

大久保 金政
ー ー ー

①地方公務員として地域の農業、漁業の振興に携わって
きた実績があり、更に、退職前の３年間は、五島市農林
水産部長として水産業にも知見を深め水産振興に貢献し
た。
②過去、現在ともに漁業者団体との利害関係はなく中立
委員として適格者と判断し推薦する。


